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アライヘルメットは多くのモデルを、JIS規格に
加えスネル規格適合品として販売しています。
その主な違いを解説します。

【衝撃吸収性試験】は、人の頭に見立てた人
頭形に、ヘルメットを被せ、規格に定められた速
度に値する高さから落下させ、人頭形内部の加
速度計に伝わる衝撃加速度を計測し、衝撃吸
収能力を確認するテストです。
厳格に定められた試験範囲の任意な箇所で
試験されます。平らな面を想定する平面形アン
ビル、凸凹な面を想定する半球形アンビルで
行われます。スネルでは、この2つのアンビル
以外にガードレールに見立てたエッジアンビル
による試験も行います。
スネル規格はJIS規格よりも、合計エネルギー
量において40パーセント以上高い衝撃を加え
ながら、加速度計計測値においても300Ｇより
厳しい275Ｇをクリアしなければなりません。
帽体の強さを要求する半球形アンビルと、ライ
ナーの衝撃吸収能力を要求される平面形アン
ビルの両方で、300Ｇより低い275Ｇに抑えるスネ
ル規格試験は大変厳しく、アライでは多くの部材
を手作業により丁寧に成形された強固な帽体
と、箇所により発泡密度を変えた柔らかな衝撃
吸収ライナーの組み合わせで対応しています。

【耐貫通性試験】では、重さ3kgの尖ったストラ
イカを使用します。JIS規格の2mに対し、スネル

規格は3mから落
下させます。スネ
ルは、ここでもより
強固な帽体が要
求されます。

でも、試験室をはなれた現実の世界で頭を守るには、

衝撃は吸収する前に、できる限りかわすことが大切。だからR75です。

衝撃をかわすには、丸くて滑らかなフォルム。

それと同時に、鋭利な箇所でも衝撃をかわすことのできる強固な帽体が必要です。

アライは、実際の衝撃例に見合った試験箇所を任意にテストし、

強固な帽体と柔らかな衝撃吸収ライナーを必要とするスネル規格を堅持するのは、

R75の側面を証明することにもなるからです。
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57-58cmを対象とした試験内容（スネル規格はサイズにより試験条件が異なる）
※落下高さは
理論上の数値です

スネル規格1回目のテストデータ

275
G以下
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スネル規格 JIS規格

試験
アンビル ●スネルでは、ガードレールに見立てた

　エッジアンビルによる試験も行います

株式会社アライヘルメット 〒330-0841 さいたま市大宮区東町2-12 TEL.048-641-3825 ●アフターサービスの窓口は品質管理課です。製品の事なら、お気軽にご相談ください。直通TEL.048-645-3661
http://www.arai.co.jp/
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